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点滴

検査

・         　　　　　               月     日～休薬

・     　　　　　                   月     日～休薬

・      　　　　　                  月     日～休薬

・      　　　　　                  月     日～休薬

・         　　　　　               月     日～休薬

活動

清潔

食事

＊この入院計画表は、診療計画の概要等をお知らせするものであり、治療・検査等を決定するものではありません。なお、患者様に応じて内容が変更することがあります。その時は、お知らせ致しますのでご了承ください。

                                       様
       説明した看護師　　　　　　　　　 　  担当医＿＿＿＿＿＿＿＿ 　経尿道的膀胱腫瘍切除術を受けられる方へ

内服

　月　　　　日　(✰手術予定時間　　：　　✰手術室入室時間　未定　・　　：　　)

(外来看護師:               )

治療
処置
説明

手術後

月　　　　日

外来受診日～入院前日

□外来受診時(または入院後)に医師より治
療の説明があります。

□手術の同意書をいただきます。

(入院支援室：　　　　　　）

※前回ご使用になったものがありましたら持参
してください。

□朝7時頃・回診後に便を出す坐薬をお渡し
します。ご自身で坐薬を使用していただきま
すが、難しい場合は看護師にお伝えくださ
い。

□血栓予防の靴下を手術前にはきます。

□手術前日に入浴します。

□喫煙されている方は禁煙してください。

□手術のために休薬になる薬がある場合
は、お知らせします。

□外来でレントゲン・心電図・採血などの
検査があります。

□内服薬の変更はありません。

□指示があるまで中止してください。

□尿道にカテーテルが挿入されてきます。
（管が入っている影響で尿意や痛みが出現
する場合があります。その際は看護師にお
伝えください。）

□手術の範囲や血尿の程度により膀胱を洗
浄する処置をする場合があります。

□手術前日２１時から絶食になります。
※飴・ガム等も摂取出来ません。
※水・お茶以外の水分は飲まないでくださ
い。

　月　　　　日

入院当日・手術当日

□麻酔がとれたら、飲水が可能となります。
夕食からお食事も再開されます。

手術前

□点滴が あります ・ ありません。
   点滴は　　　時から行います。

□お薬は　前日夜分　・　本日朝分 まで内
服してください。 それ以降のお薬は麻酔が
とれるまで看護師が預かります。

□飲水は　　　時まで可能です。

□点滴が　　本あります。
終了後、点滴の針を抜きます。

□麻酔がとれたら、夕分より内服が再開とな
ります。 看護師が預かっていたお薬は返却
致します。

□麻酔がとれたら歩行が可能となります。麻
酔の影響でふらつきやめまいが生じる可能
性があるため、初回歩行は看護師が見守り
のもと行います。

□血栓予防の靴下のサイズを測ります。
※パンフレットを使用し療養生活に関する説明
やお約束を話します。

□診察後、入院支援室で説明があります。

※これまでの経過や
日常生活について伺います。

□入院前に外来で麻酔科受診をします。
同意書にサインをして看護師に渡してくださ
い。

□手術へ行く前にめがね・入れ歯・補聴器な
どは外して、寝衣の中にシャツを着ている場
合は脱いでください。※全ての内服とお薬手帳を入院時に持参してく

ださい。休薬している薬もお持ちください。

□休薬していた薬は医師の再開指示が出
るまで内服しないでください。退院時(また
は再診時)に再開する日をお伝えします。

□手術翌日からシャワー浴が可能となりま
す。

月　　　　日

手術翌日～退院まで

□手術翌日以降の回診で尿道カテーテル
を抜きます。手術の範囲や血尿の程度によ
り尿道の管を抜く日は異なります。

□尿道カテーテル抜去後、翌日以降退院
が可能となります。


